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デ
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光
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さ
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が
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蛸
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シ
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縦
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も
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れ
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踏
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蹴
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よ
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よ
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西
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仏
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叉
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よ
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近
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.
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謡
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あ
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喫
み
基
近
し
瀕
資
す
る
机
水
私
防
禦
で
ろ
辞
す
ら
郎
氷
な
い
｡

カ
デ
イ
ブ
?,
雄
も
充
分
な
ろ
満
束
ね
お
尻
℃

必
要
な
ろ
蛾
造
粒
敷
設
す
る

串
が
出
氷
な
い
の
で
あ
る
｡

之
等
凡
て
海
田
班
牙
人
ら
酬
傭
11
蹄
す

べ
与
か
ミ
云
ふ
tこ
鉄
ら
サ
彼
尊

は
僻
傭
で
は
な
い
｡
串
鎚
が
屡
々
住
民
の
輩
中
に
寓
払
盗
ん
だ
に
拘
ら
ず

彼
等
が
敢
て
努
力
粘

試
み
な
が
つ
L
iの
は
寧
ろ
枚
等
が
初
め
よ
り
恐
ろ
し

-
男
気
在
欧
い
て
倍
iI
箔
め
で
､
恰
も
孤
米
制
加
帝
図
申
ペ
ル
ー
ミ
品
田

寄
盲
が
其
の
盟
富
な
る
金
銀
に
呪
ほ
れ
た
か
り
酌
め
る
4,J同
株

皇
帝
肺
に

ょ
ろ
6
1で
な
い
か
ミ
思
ほ
れ
ろ
.
(
･h
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
｡
レ
ダ
イ
ワ
､

7

九
二
五
年
四
月
幼
､
三
〇
四
-
三

〇

玉
東
'
小
牧
)

0

雷

合

球

根

の
輸

出

日
本
か
ら
凍
随

へ
輸
出
さ
れ
て
紐
宵
に

到適
す
ろ
ば
骨
航
_ェ
､

7
九
二
〇
年
七
月
か
ら

7
九
二

1
年
六
月
造
り
間

に
六
､
二
七
五
､
六
六
六
佃
の
多
数
_こ
鵡
L
､
ま
TJ
し
て
埼
玉
願
の
蕊
軸
概

絶
好
合
で
花
が
赤
白
の
成
子
,1
さ
-
も
り
で
あ
る
が
J.
取
成
の
手
八
叫
以

上
G
tも
の
で

T
鮪
に
つ
与
(
約
二
有
朋
内
外
入
)
緋
育
諮
目
下
加
盟
十
五
弗

見
常
で
あ
る
､
小
繋
祁
揚
tユ
約
十
八
弗
で
自
原
子
の
方
は
僻
が
丁
旗
倍
街

に
な
る
､
光
問
靴
音

へ
輸
入
ぜ
ら
ろ
ゝ
水
仙
や
筋
金
啓

や
甘
食
の
球
根
が

昨
年
下
中
拙
.1
二
二
三
､九
三
七
､
〇
二
〇
個
も
あ
っ
L
i
の
で
金
鉄
も
五
首

四
十
鵠
弗
の
多
古
に
上
っ
て
お
る

､
こ

の
中
で
甘
食
紙
代
弼
逸
品
tJ
日
本

品
官
の
競
争
で
あ
る
｡
翫
鑑
用
で
あ
る
が
､
食
用
首
令
ま
し
て
輸
出
さ
れ

る
も
の
仔
只
今
の
折
で
は
れ杷

触…で
あ
る
､
尉
相
即家
り
江
潜
む
喋
れす

べ
喜
作



伯
で
あ
る
TJ
倍
ず
る
0

0

栄

団

北

西

甑

蔑

称
資

源

妃
兆
我
蛾
へ
盛
ん
に
輸
入
せ
ら
る

～光
制
盤
材
の
不
図
ii
ろ
光
幽
北
四
郎
の
森
林
軒
桁
が
元
氷
如
何
租
有
り

L
や
代
信

粗
す
べ
rO,株
計
な
音
-

f
九
二
〇
年
の
林
蹄
局
り
扱
督
_こ
よ
れ

ば
オ
レ
.n
ン
､
リ
シ
ン
･i
ン
､
カ
リ
フ
･tTi
>:

3ヤ
三
州
元
雑
り
森
林
資
源
ー

田
踏
七
千
七
甘
十
二
前
非
町
な
り
､
然
る
に
現
在
功
れ
ろ
i
り
t‡
五
千
七

官
五
十
入
試
六
千
町
渉
､
こ
ら
中
_こ
て
よ
だ
斧
蝕
み
加

へ
ざ
る
施
女
林
は

三
千
九
甘
閥
町
渉
内
外
な
り
せ
い
へ
ば
､
森

林
は
常
勤
竺

一分

1
み
失
ひ

た
る
次
節
.1こ
て
正
伸
､
其
資
源
榊
悩
み
諭
す
る
も
の
多
さ
所
以
め
り
TJ
い

ふ
べ
L
､
而
し
て
伐
採
.1
よ
る
年
々
森
林
の
洞
油
状
況
在
朝
ろ
に
､準
州
の

伐
拭
け
六
十
倍
も
M

呪
､オ
レ
ゴ
ン
州
三
十
五
倍
B
M
り
､
ア
イ
ダ
ホ
州

八
十
五
孤
Fq
M
呪
､
モ
ン
タ

ナ
州
四
十
鋳
出
M
呪
､
加
州
約
十
五
億
月
M

呪
な
り
､
つ
ぎ
に
火
災
に
よ
る
洞
略
も
凝
る
移
し
く

1
九
二
二
年
.1
1‡
準

州
.1こ
て
森
林
火
災
り
尤
も
多
き
年
長

伽
L
同
年
中
に
災
審
み
-
け
L
施
女

林
の
蹄
坊
は
六
耗
八
千
鵜
町
に
達
し
金
地
6
1
7
%
に
及
べ
リ
､

7
九

f
七

年
よ
り

7
九
二
二
年
造
鞭
州
内
に
て
火
災
み
窪
地
L
i1
る
粧
林
区
域
の
好

餌
代
官
鵜
英
町
渉
､
即
州
内
柿
林
笛
城
二
〇
%
が
火
災
の
筋
め
.1
破
填
せ

ら
れ
iI
り
､
か
-
伐
採
TJ
火
災
qJ
に
よ
り
年

々

洞
渦
の
森
林
の
比
率
は
撃

州
ーユ
二
%
､
オ
レ
ゴ
ン
州

7
%
､

ア
イ
ダ
ホ
丁
四
%
､
モ
ン
タ
ナ
州

7

%
､
加
州
〇
･七
形

､
此
嗣
子
に
て
森
林
洞
抱
が
油
布
せ
け

準
州
森
林
資

源
は
五
十
年
に
て

全部
糾
抱
し
去
ろ
ベ
L
三
石
ふ
も
り
め
り
｡

鼓
に
於
て
近
年
光
問
北
西
部
地
方
に
て
山
林
僻
誠
閃
概
が
世
人
り
法
恵

か
ひ
･,yJi1
ろ
-
P
私
有
林
多
き
園
子
て
成
就
の
見
ろ
べ
rq
,も
の
な
-
光
組

に
て
柄
林
の
発
達
せ
る
托
紬
育
州
TJ
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
等
夙
tこ
森
林
み

稚

拙

油
紙
L
i1
る
州
にこ
限
-
､
琴
州
の
加
･TyJ最
妃
漸
-
拭
林
り
奨
励
に
牲
臼
す

る
に
室
れ
ろ
紙
況
あ
り
FyJ7
､
か
ゝ
る
串
資
は
鼠
に
封
樺
の
火
災
純
す
べ

き
こ
て
に
あ
ら
ず
､
日
本
G
l加
-
森

林
に
乏
し
き
に
加

へ
て
水
油｡j
家
屋
の

関
係
上
水
材
在
籍
数
す
る
J
Jb
･多
-
押
水
製
紙
其
他
各
秤
工
弟
の
馬
め
木

材
私
嬰
す
る
こ
)J
品
々
多
か
ら
ん
せ
す
る
組
に
於
て
t
､
陶
有
材
公
有
林

払
拭
混
L
､
課
税
制
膳
に
依
り
､
私
有
未
熟
林
伐
採
の
寂
静
も
城
殺
し
､

私
有
山
林
地
の
植
林
在
奨
励
し
祝
-;
り
存
在
を
許
さ
ず
､
記
ーこ
家
屋
に
封

す
る
木
材
規
格
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ダ
イ
セI
I
y
ヨ
ン
各
研
究
考
慮
し
て
､
木

材
偵
用
に
捺
し
水
府
蛍
企
み
叔
小
限
度
tこ
止
む
ろ
が
如
貴
方
故
に
田
で
ざ

る
べ
か
ら
す
､
北
米
大
続
航
ク
ー
-1
タ
デ
氏
は
英
樹
6
1林
産
骨
試
の
稀
上

.1
て
､
殖
財
が
切
出
よ
り
脚
旗
'1
至
る
泣
礎
に
て
三
分

]
_ユ
廃
盤
ぜ
ら
ろ

.,,噺
富
L
か
1
る
腰
物
の
成
る
べ
-
少
4
Jこ
}J
ゝ
其
利
用
方
法
み
研
究
せ

ん
こ
})
私
望
み
i1
る
由
な
る
が
い
か
に
ぜ
ば
木
材
り
故
産
に
陣
し
て
木
材

の
磨
り
厨
ね
減
少
ぜ
L
む
る
か
ー
二
､
如
何
にこ
せ
ば
切
り
H
L
i1
六
木
材

の
効
用
ミ
供
給
私
大
に
す
る
こ
せ
み
得
る
か
ら
二
大
問
題
_ユ
界
.1
衆
閥
の

み
の
閃
旗
に
あ
ら
ず
1}
知
る
べ
L
.

〇

パ

ン
ジ

ャ

ブ
事

情

パ
ン
-･h
ヤ
デ
はェ
英
樹
内
に
み
ろ
帯
邦
私
加

へて
軒
桁
十
三
鵜
七
千
方
哩
即
ち
八
千
六
甘
薦
畦
.1
及
び
英
本
国
の
七
千

七
甘
粒
瞭
uこ
比
し
塩
に
勝
り
､
帯
邦
み
除
-
-
樹
六
十
筒
嵯
あ
り
て
芥
列

顕
問
の
五
千
六
甘
拭
崎
み
按
瀧
で
､

]
九
二
1
年
嗣
萱
に
掠
ろ
人
口
二
千

五
打
瑞
私
有
し
北
西
図
抵

州
及
カ
ツ
",
-
>J
,J
非
.1
印
腰
帝
樹
の
珂
北
端

に
位
で
ー
北
田
団
塊
州
独
力
シ
",
I
か
及

近

時

創
設
せ
ら
れ
た
ろ
Jデ､
-
1

市
松
除
rqJ,b
ン
ド
及
ラ
ブ
ブ
タ

ナ
の
一北
方
英
餌
印
度
及
ジ
ユ
ム
ナ
河
の
四

郎
み
包
合
し

､
此
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
辿
り
､
西
は
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
の

1
郡

九
.B
.

九
五

-
-･
･

･

-



地

球

か
加
へ
､
南
方
ヲ
ジ
ブ
が
ナ
¢
大
罪
.g
it1
獄
食
7
､
四
郡
地
方
_こ
於
げ
ろ

デ
ラ
音

･･h
･
カ
ー
ン
に
あ
り
Y
は
其
風
俗
習
脚
蝉
ろ
ベ
ル
ナ
ス
タ
ン
ー二
村

似
サ
ー
パ
ン
ジ
ャ
ブ
及
此
閥
蛸
払
州
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
TJ
四
郎
な
駄
る
ス

レ
イ
マ

ン
川
脈
1品

脅
す
ろ
加
悦
み
占
め
､

訟
榊
駄
犬
隣
り
四
郎
地
方
ミ

叩
段
?
}

私
迎
わ
あ
唯
一

り
鵡
路
11
懲
り
て
印
腐
聯
図
り
閉
門
み
な
す
ア
p

ア
ン
及
ス
キ
シ
ア
ン
人
が
北
京

屯
の
･'RE
煩
わ
稜
.1
2=
還

な
る
印
戊
大
平
原

に
移
任
し
氷
れ

る
､
叉
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
征
服
拭
､
多
数
支
那
入
り

巡

班
の
沖
､
未
曾
有
の
大
ム
ハ

メ
ダ
ン
帝
関
わ
創
立
ぜ
あ
､
ム
サ
>～

マ
ン
の

米
塩
､
TT
-
ム
ド
､
チ
ム
ー
>̂
寄
り
率
ゆ
る
劫
掠
隙
､
紀
に
叉
バ

パ

ー
>～

及
ヒ
ユ

三

ン
り
紡
隊
何
れ
も
此

超
に
其
進
路
ね
求
め
て
印
度
に
進
入
し

た
る
も

り
ミ
サ
｡

み

本
州
は
塑
糾
陸
に
包
囲
せ
ら
れ
其
河
川
_ェ
多
-
舟
行
の
位
在
欧
rq,捉
時

虚
栄
狂
成
し
て
匪
賊
多
桁
に
上
る
と
こ
こ
方
に
間
接
す
る
評
邦
即
北
方
カ
シ

ミ
ー
ル
四
蒔
西
方
_こ
於
け
ろ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
､
ベ
ル
ナ
ス
タ
ン
P
桐
方

ビ

カ
ナ
>;

ラ
ッ
プ
タ
ナ
_‡
何
れ
も
人
口
比
鵬
的
掃
海

tこ
し
て
文
化
相
開

け
ず
之
私

党
貿
す
べ
rry,市
劫
に
乏
し
､
只
東
方
命
併
州
に
は
数
多
の
市
塩

あ
り
､
然

ろ
に
パ
ン
･h
ヤ
ブ
及
令
僻
州
は
地
質
ku
,,)同

T
に
し
て
東
低
億

民
亦
解
し
-
共
産
佃
J
略
々
赦
似
せ
ろ
所
み
ろ
私
似
て
市
場
_ニ
於
て
互
.i

州
競
ふ
の
庇
偶
だこ
あ
り
､
本
州
6
1大
部
は
出
火
な
る
沖
新
中
原
よ
り
成
り

東
方
ブ
ユ
ム
ナ
河
よ
り
四
ス
レ
イ
マ
ン
川
渡
に
及
び
､
離
慨
工
鮮
静
及
し
､

北
郡
山
故
地
管
･rJ
共
に
弛
妹
故

肥
拭
な
あ
肝
ミ
サ
､
パ
ン
,h
ヤ
ブ
平
原
中

東
部
_‡
三
的
六
十
分
剛
あ
り
て
人
口
千
五
十
筒
､
ラ
ホ
ー
ル
市
の
東
方
_

両
丑
比
蛇
的
多
-
瀧
慨
の
位
に
依
ら
ず
､
新
作
L
得
ろ
季
節
私
有
す
､
都

田
多
-
L
l/
ヲ
ホ
I
γ
の
外
=
アム
-
プ
ア
ー
あ
い
ノ住
民
H_
之
か
四
郎
地
方

節
四
怨

節

山
幼

柴

九

荒

に
此
す
る
1,4
Jは
概
し
て
都
肘
に
集
中
す
る
傾
向
あ
り
､
四
部
平
原
は
㍊

鞘
九
千
方
榔
'
血

流
六
官
粥
飴
降
紺
到
る
桝
悌
少
に
し
て
拭
佃
¢
僻
1こ
よ

る
に
非
れ
tで
那
伸
し
緒
す
､
チ
エ
ナ
ブ

及
･hエ
ラ
ム
の
術
.ZB
紺
地
仰
.1こ
宏

大
な
る
植
民
地
私
有
し
漁
況
管
し
-
人
口
み
相
加
し
て
>̂
タ
ン
及
p
ア
ル

プ
-
>L
は
四
郎
に
於
げ
ろ
大
都
市
ミ
サ
｡

範
侠
蒔
屠
り
差
越
し
-
所
謂
大
陸
地
裁
頗
_こ
し
て
冬
季
H_
平
城
に
て
既

_こ
氷
鮎
下
敷
戊
払
下
り
､
夏
季
五
､
六
月
の
交
代
甘
十
戊
よ
り
甘
二
十
戊

に
到
る
})
糾
せ
ら
ち
､
両
敦
は
北
部
も
F
lフ
ヤ
山
髄
に
多
-
中
原
ーこ
到
り

て
漸
-
減
少
し
西
部
及
相
即
に
は
極
め
て

少
し
､
託

里方
田
よ
り
氷
る
宅

ン
ス
-
ン
托
ア
ラ
ビ
ア
晦
及
デ
カ
ン
高
原
.1
於
tJ
既
.1
髭

へ
慣
か
に
光
ハ放

浪
､
米
所
パ
ン
汐
ヤ
ア
tこ
及
ぶ
こ
ミ
あ
る
の
み
､
四
月
よ
り
i't月
に
及
び

萄
気
長
放
し
-
乾
雌
せ
る
熱
風
は
砂
組
み
上
げ
ー
九
月
中
旬
よ
り
十
月
初

旬
_こ
け
笠
間
批
轟
依
然
た
る
J
夜
間
少
し
-
襟
嵐
私
党
え
十
月
中
句
よ
り

十

一
月
に
至
る
間
代
気
組
激
降
し

7
年
私
通
じ
パ
ン
ジ
ャ
ブ
_二
於
げ
ろ
戯

好
期
t,T･iり
1Jす
､
山
地
代
署
霧
中
肘
な
る
も
塞
銘
記
に
迎
L
､
任
所
は
寸

か
メ
ダ
ン
､
ヒ
ン
ヅ
ゥ
､
シ
ー
ク
G
t]ニ
致
徒
あ
り
P
こ
の
マ
ホ
メ
ダ
ン
_

原
す
る
ヂ
ヤ
ク

)ヾ弼
す
る
も
り
戯
民
中
点
勢
力
め
り
て
五
甘
五
十
試
み
証

し
会
人
口
の
五
分

1
1卜
ち
ii
あ
､
こ
り
次
.1ニ
ラ
ジ
ブ
･h
旅
q･J桝
す
る
あ
り

ヂ
ヤ
ク
及
ラ
ダ
ブ
タ
ti
印
原
罪
陳
中
に
も

之み
見
ろ
'(
-
共
.1
盟
妥
な
る

段
民
な
り
､
バ
ン
プ
ヤ
ブ
語
私
立
yJ

して
用
か
山
間
_二
代
パ
パ
p
語
缶
用

ふ
其
他
節
々
G
lll]監
…あ
り
､
盈
粟
粒
以
て
パ
ン
ジ
ャ
ブ
藍
嬰
の
産
米
亡

L

住
民
の
五
割
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光
岡
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潜
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潜
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も
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縄
諸
偽

り祭
相
､
脚
班
の
寄
智
､
宜
牌
や

比
の
珍
談
_こ
興
州
沖
-
が
如
-
､
侍
り
潜
水
汲
む
童
女
の
紳
許
か
ら
､
醍

物
語
-ニ
今
宵
浪
々
寸し
し
て
靭
与

ざ
る
惜
加
が
煉
は
れ
､
供
盛
り
盟
…犬
か
ら

金
色
燦
灼
ii
ろ
拭
龍
長
瀞
望
止
男
親
.ri_
､
随
鵬
の
北
端
か
ら
沖
縄
の
開
溝

ま
で

1
現
し
て
､
本
邦
冶
金
鍛
刀
術
の
沿
革
,1

一
道
の
光
別
か
投
げ
ろ
り

み
な
ら
ず
､
怖
未
払
も
担
た
し
む
為
り
憎
が
め
り
､
島
の
消
炎
6
1新
潮
な

る
風
-
,
地
相托
降
榊
の
東
城
か
ら
､
九
藍
e
l雲
上
に
及
ん
で
､
其
曲
水
の

打
-
抑
〝
し
さ
私
似
ぶ
に
足
る
､
野
瀞
は
序
文
に

『
小
さ
な
碇
奴
の
記
録

に
過
ぎ
な
い
』
モ
由
ら
韓
超
せ
ら
る
ゝ
が
ー
機
に
指
摘
締
結
G
l土
俗
誌
に

1
新
機
軸
み
伽
い
た
も
6
1で
苛
瀞
が
､
序
文
に
､
日
本
土
俗
詰
り
開
拓
者

九
七

九
七


